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Abstract 


An acute enteritis with severe diarrhea is an important as well as an interesting 

. disease for pathology. 

At first we reported the characteristic pathological changes, which are found in the 
intestinal wall of El tor cholera patients and cholera nostras caused by Salmonella ty- 
phimurium, and then discussed the mechanism of severe diarrnea. 

1) Pathological changes which are found in the intestinal wall of an acute enteritis 
characterized by severe diarrhea such as El tor cholera and cholera nostras is 
revealed histologically to an acute enteritis accompanied with blunting, shortening and 
fusing of intestinal villi. 

2) It was proved histometrically and experimentally that shortening, blunting and fusing 
of intestinal villi are not characteristic of chronic pathologic process as seen in sprue- 
like syndrome, but they appear also in an acute enteritis accompanied with severe 
diarrhea. 

3) Surface area of the intestine of cholera patient is quantitatively reduced untill 1/2- 


1/4 of a normal case due to shortening, blunting and fusing of intestinal villi. 


本 研究 は 日 米 医学 協力 研究 コレ ラ 専 門 部 会 の 援助 を 受け た . 
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4) There wera large amount of amylase, lipase and tryptic activity in many cases of 


cholera stool. This observation suggested that large quantity of liquid must be derived 


from digestive apparatus in upper abdomen. 


は じ め に 


下痢 を 伴う 急性 腸炎 を 従来 の 病理 形態 学 的 立場 か ら 
取扱 うと する と 炎症 の 場 を 呈 供 する 腸 壁 の 病理 形態 学 
的 変化 の み が 追 究 さ れ , 了 臨床 的 に 重要 な 症状 で ある 下 
痢 の 発生 機転 の 解明 は な い が し ろ に され る 結果 単に 急 
性 腸炎 の 病理 と いう と と に な りか ね な い . FLORA 
を 考慮 し て 病理 形態 学 的 研究 を 遂行 し て いる 立場 か ら 
する と 急性 下 痢 腸炎 は 下痢 と いう 言葉 を 含め て 腸 の 病 
能生 理 を 追究 する 意味 で 重要 な 研究 対象 に な る と 考え 
られ る . し か し 病理 学 を 専攻 する 者 に と っ て この 問題 
を 追及 する 過程 で どう し て も 突き 破 ら な けれ ば な ら な 
い 大 き な 障 壁 が ある . 即ち ー つ は 急性 下痢 腸炎 の 人 体 
解剖 例 が 少 い , し か も を 炎症 の 場 を 呈 供 する 腸管 は 死後 
変化 を 受け や すい 点 人 体 解剖 を 中 心 と し た 形態 学 的 研 
究 が 困難 で ある . 他 の 一 つの 点 は 消化 吸収 に 最も 密接 
な 小腸 粘膜 の 病態 生理 に 不明 な 点 が 多い と こと で ある . 

我々 は 日 米 医学 協力 コレ ラ 部 会 の 援助 に より Manila 
市 Saint Lazaro 病院 で Cholera 症 の 病理 解剖 に 従 
事 する 機会 を 得 , か な り 多 く の 新 鮮 な 人 体 剖検 材料 を 
入手 する と と が 出来 た の で 教室 に お ける 実験 成績 を 加 
IRL, 急性 下痢 腸炎 に 見 られ る 腸 壁 病変 と 下痢 と の 関 
Nico CUNT. a 今 迄 得 た 結果 を 発表 し 
TAN 

I 急性 下痢 腸炎 の 人 体 誠 検 例 に 就 て 
a) El Tor Cholera : 

大 量 の 下痢 を 伴う 急性 腸炎 の 定型 例 と し て El Tor 
Cholera が あげ られ る . 呈示 する 症例 は 1967 年 及び 


Table 1. 
Autopsy Cases 
Member Ame sex | “Clinical” | Posmortsm 
Course 
1 | 20 E 9 10 hours 1. 50 
2 45 Q 5-6 hours 1.10 
3 6 e 10 hours laso 
4 | 2 e. 6 hours 1. 00 
5 | 6 Q 5-6 hours 4. 00 
6 | 2 $ 7 davs 1. 40 


1968 年 夏 Manila 市 Saint Lazaor 病院 で 死後 短 時 間 内 
(IT RR SAV PCC 1 に 示す 如く Case6 を 除き 発症 後 
数 時 間 乃至 半日 位 の 経過 で 全身 の 極度 の 脱水 , Shock 
状態 を 呈し 死亡 し た . 判 検 上 全身 の 皮膚 皮下 組織 , 
筋肉 は 乾き , 脱水 状態 は 著 明 で ある . し か し 腹部 臓器 , 
特に 肝 , 腔 は 湿潤 で 十二指腸 に は 充血 が 見 られ る と と 
も ある . 小腸 は 一 般 的 に 蒼 円 , tonus (HEL, BHO 
SAikld 見 られ な い . TEE. し か し 肉眼 的 に は 
は っ きり し た 浮腫 は 見 られ な い . BAA rice 
water で 小腸 下 半 部 及び 大 腸 見 られ る と と が 多い . 
この 肉眼 的 に 変化 の 乏しい 小腸 内 面 を formalin 固定 
し た 後 実体 顕微 鏡 で 拡大 観察 する と Kerckring 弁 は 
正常 に 比 し 薄く な っ て お り CHijg1 一 A), 正常 で は 丈 が 
al, 一 本 一 本 は っ きり 区 別して 観察 きれ る 紋 毛 ぉ 丈 
は 低く な り , 互 に 癒着 し て いる も の も 見 られ る . 粘膜 
表面 に は 粘液 が 附 着 し , 弱 拡 大 で は 閣 膜 が 平坦 に 見 え 
る と と が 多い . (Fig. 1-—B) 

組織 学 的 に も 紋 毛 の 短縮 , 東 状 化 , 癒着 が 見 られ る . 
腸 上 反 は 一 般 に 局 平 化し , 出 毛 縁 の 破壊 が 見 られ , 細 
胞 質 に は 空 胞 変性 等 か な り 著 明 な 変化 を 伴っ て いる が 
LBS O 6 0 Og SENE ove. FRR 
層 に は 好 中 球 , WEULERCOUK BEBEER OD BS Lp 
に 浮竹 が 認め られ る . 腺 高層 の 幅 は 増加 し , 切片 に 見 
られ る 腺 管 断面 の 数 は 正常 に 比 し 多い 様 で ある . Fig. 
2). 

と の 様 な 病変 は 腸管 粘膜 に 必ず し も る - 様 に 見 られ る 
も の で な く 一 般 的 に 小腸 下部 に 至る に 従い 著しく な る 
様 で ある . 又 発症 後 短 時 間 で 死亡 し た 症例 で は 同一 区 
in] Ol C OIGAILAT L SHEH > TOS EO 
で は な く , Kerckring 弁 の 底部 で は , ABT Hi L 
統 毛 の 短縮 , 固有 層 の 炎症 性 変化 並び に 上 皮 の 障害 程 
度 は 軽い 領 向 を 未 し て いた . Cig. 3) 

b) Salmonella typhimurium に 由 る 電撃 性 下 疾 症 : 
本 例 は 協同 研究 者 の 一 人 渡辺 が 東京 都立 駒込 病院 在 
任 中 解剖 され た 症例 で ある . 患者 は 沖 検 時 体重 84kg の 
男性 , 高度 の 下痢 を 主訴 と し て 入院 , Ht6922, frs BA 
11.8g/d1 と いう Cholera と 全く 同様 強い 脱水 症状 を 

ELL, 発症 後 約 3 日 半 の 経過 で Shock 状態 で 死亡 , 
死後 50 分 で 剖検, 主要 病理 所 見 は ① 中 等 度 の 小腸 人 
び 大 腸炎 , 血液 の 高度 濃 箱 , ③ 必 血 量 の 増大 ④ 左 右 
心室 の 拡大 , 全身 殊 に 筋肉 の 高度 の 脱水 等 El Tor 
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Cholera の 居 検 所 見 と 著しく 類似 し て いる 

小腸 を formalin [AE 4e RACIRE RTS 
と Kerckring 弁 は うす ぐ , 薄膜 表 和 面 の 軸 凸 は 見 られ 
FREIRE RCR 0, KOH <, MEMO 
HCA Rod, 丁度 玉 砂 利 を 一 面 に 敷い た 様 な 状 
態 に 見 える .(Fjg 4) 組織 学 向 に は 紋 毛 の 短縮 WAR 
化 , 癒着 等 お 見 られ , 腺 高層 の 幅 は 広く , AAR OS 
肥 浸 潤 及 び 潤 腫 性 変化 , IER ORAL, 
eS El Tor Cholera の 病変 に 類似 し た 変化 が 赤 
poe ERJ BIR OO a ER OO HAE RLY, d 

管 障害 等 に 由 る 強い 姿 出 性 病変 化 も 認め られ な か っ 

. CFig 5) 

joris EM 急性 腸炎 の 腸 変化 に は か な り 
共通 し た 病理 学 的 変化 が 認め られ る が その うち 特注 
目 さ れ な けれ ば な ら な い 所 見 と し て 腸 上 皮 の 障害 は 見 
られ る が 腸 上 友 の 剣 可 脱 落 は 認め られ な いと と 並び に 
MEO SH, 東 状 化 及び 疹 着 の 二 点 が あげ られる. 
Virchow 以来 Cholera の 大 量 の 下痢 は 腸 上 皮 脱 落 に 
依る 組織 液 の 流出 に 由 る と 言わ れ て きた が 我々 の 症例 


— 
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又 最 近 の Cholera の 小腸 生 検 の 報告 で も 同様 の 所 見 
が 述べ られ て お り , 下 痴 液 の 分 折 か ら も 大 量 の 組織 液 
流出 の 見 解 は 否定 され て いる . し か ら ば 大 量 の 下 痴 は 
どこ と か ら 由 来 す る の で あろ うか ? 他方 Sprue 等 慢性 
腸 導 の 腸 生 検 の 所 見 より 小 喝 統 毛 の 短縮 , 癒着 等 は 慢 
性 腸炎 に 特徴 的 病変 で ある と 言わ れ て いる が El Tor 
Cholere や 電撃 性 下 疾 症 の 腸 盛 に 何故 と の 様 な 病変 が 
出現 し て いる の で あろ うか ? 以下 と の 二 疑 問 点 を 解 
明 す べく 検討 し た 成績 を 述べ る . 


L 検索 結果 に 就 て 


〇 小腸 の 水分 吸収 に つい て : 
一 般 に 水分 の 明 収 は 主として 大 腸 に 於 て 行わ れる も 
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の と 理解 され て いる が 最近 の 知見 に よる と 小腸 に 於 て 
貯 槍 吸収 に 伴い 水分 の 再 骸 収 が 著しい と 竹 え られ る 様 
に な っ た . すでに 渡辺 も 報告 し て いる 様 に 我々 も 日 常 
の 解剖 の 経験 か ら 小 湯 が 水分 吸収 に 主役 を 演じ て いる 
の で は な いか と 推論 する に 至っ た . そ と で 水 吸 収 の 小 
暖 大腸 の 差異 を 追求 すべ く 家 更 . 犬 を 用 い , A. Sols 
and F. Ponz の 方 法 に 準じ 生体 内 で — EOR 3 OW 
て 生 理 的 食塩 水 を 港 六 し , 比較 検討 し た . 

A LR RCSD FEIT AS Lo, xh, 
大 腸 の 長 さ も 非常 に 異な っ て いる CTable 2), 88 £0 
ICR AO MAM ERAS ICID EBA EROS Z 
EART ORA CSFB ICR <EUL TWA, と の 
様 な 両者 の 解剖 学 了 的 差異 は E. Kokas and G, seeds 
TTCL CW 4A CS REO MS 
られ な い が 犬 で は 閉 明 : 2 
見 の 差異 を 裏づけ る も の で は な いか と 考え られ る . 
従っ て 異種 動物 の 水 吸 収 試験 の 成績 を 比較 検 対 する 隊 

と の 生物 学 的 差異 は 当然 考 應 され な けれ ば ば ならない . 
し か し 同一 動物 の 小腸 と 大 腸 の 水 吸 収 を 比較 する こと 
ido xx CHS). 

i 2i oque RRCA S4 0 OKT) HERES ICE UE 
小腸 の 方 が 大 腸 に 比 し 著しく 家 兎 で 4 て 5 税 , ATS 
19 倍 の 値 を 示し て いる . 即ち 水分 吸収 に 関し て は 小腸 
a ce i E ] を 演じ て いる と 言え よう . 
この 成績 を 直ちに 人 に 適用 する わけ に いか な い が 腸 の 
構造 , PRA eiiis ac a eae camer 
略 同 じ 傾向 を 示す 実験 成 病 を 得 た こと は 人 に 於 て も 同 
じ 傾 向 が 見 られ る も の と 理 縮 し て 良い で ある ろう . 

OP RH OB (ERE XE BIC T : 

FA ei ERO EO SEI CERES NZAKRRAR 
の 成績 か ら 理 解 さ れる 様 に 先 づ その 主 成分 で ある 液体 
23) MERE RA に 増加 する 必要 ある . 従っ て 下痢 の 強 
さ は 次 の 様 に 定 杯 され る . 


Table 2. Rate Absorption of Normal Saline from Small Bowel and Large Bowel 
of Rabbit and Dog 
Small Bowel | ange Bowel 
Length cm cc/cm/h | Length cm | ce/em/h cc/h 
Rabbit I 311 0. 136 41 | 134 
2kg | | 
Rabbit T | 276 | 0.124 34 — à 144 | 0. 063 9 
ゲ | ; : | | 
Dog 145 | 1.74 260 | 17.5 | 1.52 26.6 
6kg | | 


cc/cm/h: Absorption Volume in One Hour per Cm. 


cc/h: Absorption Volume in One Hour 
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Intensity of diarrhea = Volume of diarrheal fluid 
= (Volume of digestive fluid+ Volume 
of water intake)— 

(Volume of reabsorped fluid) 

急性 下痢 腸炎 で は 水分 の 経口 攻 取 が 充分 行わ れ て い 
な いか ら 当 然 下 痢 の 程度 は 分 泌 消化 液 の 量 と 再 吸収 の 
量 こ の か ね あい で 決定 され る も の と 考え て 良い . SL 
づめ El Tor Cholera 等 大 量 下痢 便 を 伴う 急性 腸炎 
で は 消化 液 の 過剰 分 九 と 再 表 収 の 閉 減 と いう 組合 せ が 
重要 な も の と 考え る と と が 出来 る . (Table 3) 

先 づ 消化 液 の 過剰 分 泌 が ある か 舎 か を 検討 する に は 
消化 液 中 に Amylase, Proteinase, Lipase 等 の 消化 
READ ICH ET S DEDET AT EARS AH 
単 な 方 法 と 言え よう . そ と で 1968 年 夏 Saint Lazaro 


SES. IH 


TE BR 
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Table 3 


Grade of Diarrhea 


Secretion of digestive juice . Reabsorption of intestinal wall 


increasing diarrhea decreasing 
remarkably 
diarrhea diarrhea 
(+) (+) 
decreasing lari decreasing 
poi ao slightly 


病院 に 収容 され た El Tor Cholera 患者 の 下痢 便 中 の 
Amylase, Proteinase, Lipase の 測定 を 行っ た . 即ち 
入院 俊 初 回 の 便 並 びに 一 部 で は 引き 続き 経時 的 に 下痢 
Biz, 直腸 内 に ゴム 管 を 煙 入 し て 採取 直ちに 冷蔵 し , 


Table 4—1 Amylase, Proteinase and Lipase of Cholera Stool 
No. of | Total Volume | Amylase Proteinase Lipase 
Cases | of StoolGnly | Cu/m1) Cu/ml) Cu/ml) 
| 
a 872 6, 000 | 40 16 l 10. 5 
o 10 8, 000 10 8 
© 13 7, 900 | 20 8 7.4 
o 
3 14 5, 500 0 0 1.3 
る 15-S-1 6, 700 | 10 2 | 11. 3 
© 
= 16-S-1 | 10 4 4. 0 
882 25, 200 5 5 
a 
3 9 23, 000 20 2 
o5 12 23, 000 40 2 13.4 
= 32,100 0 1 
> 32,115 22, 900 20 8 
の 
17-G-1 17, 200 5 2 7.7 
Table 4—2 Enzymes of Cholera Stool During 有形 成分 を 分 離し た 後 Amylase は Wohlgemuth- 
poe POL OUST atter Admission Baumann}, Proteinase は Gross-Fuld- Michaelis 
i i B ik, Lipas hotometrical eC Hl i 
No of| Enzymes Hours s d i PSU ENS 
Cases | (u/ml) U^ ee de 3» qd RO ed の 成績 は Table 4 に 示し た . 
| | TAPIA, 32100 の 2 例 を 除き いずれ も 便 は 定型 的 な 
ee o1 Dis rice-water 様 性 状 を 示し , 酵素 含有 量 は 多かっ た . 
1 oteinase | 8 16 | 
, d | | | 症例 14, 32100 の 便 は 悪臭 を は な ち , BS CHEER OD (6 E 
Lipase 11, 3. 12.8 12 | 
prc d し て お り , BEBEGEITAA D Arv Co d», 極 く 
iln ps io | 少量 で あっ た . と の に 大 部 分 の 症例 で 便 中 に 消化 酵素 
oteinase | Nm od 2 2 5 zd md xg 
ris a a6 | が 多量 に 認め られ る と と は 下痢 便 が 上 腹部 消化 器 か ら 
ipase ; = 
| ^ m sqwco2mUuoUEEeGmGUCaACSccleE 
Amylase 5 20 5 5 10 し て いる し ょ 考え られ る . Greenough の 成績 も と の 見 
WE OI LN NN EN E SE. 解 を 支持 する も の で 急性 下痢 腸炎 に 認め られ る 大 量 の 
Li A. 2009 03020 SW 3.7 "worm > : 
xem p sw * "FRI Hc sic UM Co BORME Vo うと と が 充分 


用 大 さ れ ね ば な ら な いと 考え られ た . 

〇 紋 毛 の 変形 に 就 て : 

同一 体積 を 有する 物体 の 表面 積 は 物体 が 球形 で ある 
場合 最も 小さ きい. 従っ て EI Tor Cholera 或 は 電撃 性 
下 閣 症 に 共通 し て 見 られ た 短縮 或 は 東 状 化し た 紋 毛 は 
細身 の 正常 級 毛 に 比較 し 表面 積 は 著しく 減少 し て いる 
も の と 思わ れる . そ と で 死後 変化 の 少な い 紋 毛 の 短縮 , 
KARIE LZ TESTE PORE P] E EAE PALO] NE CE OE, 
表面 積 と 就 て 組織 計測 学 的 検索 を 行い , 両者 を 比較 検 
TER, 

IN 5 間隔 一 枚 置き の 連続 切片 を 作り , 各 切 片 を 
100 倍 に 拡大 し , その 皮 層 の 長 さ を 測定 し , それ 
1 mm の 嘱 を 乗 ず る と と に 依り 級 毛 の 表面 積 を 10z 毎 
に 算出 する と と が 出来 , その 各 値 を 線 計 する と 各 級 毛 
の 表面 積 が 算出 され る . Table 5 は と の 様 に し て 計測 
し た 正常 の 紋 毛 20 本 と 電撃 性 下痢 症 の 緒 毛 21 本 の 表面 
RUP histogramm 形式 で 表わし た も の で ある . グラ フ 
上 段 の 数 値 は 緒 毛 の 表面 積 を 100* 倍 し た 値 で 下段 十字 
の そば の 数 値 は 各 紋 毛 の 一 番 太 い 部 位 に 於 ける 横断 面 


Table 5-1 


で の 長径 と 短 径 を 100 倍 し て 表わし た 値 で ある . 
正常 例 で も る 図表 5 一 1 の 左端 に 見 られ る 様 な 状 毛 横 
親 面 の 正 円 形 に 近い も の か ら 図 表 5 一 2 の 右端 に 見 ら 
れる 様 な 長径 と 短 和 傘 の 差 の 著しい 椅 円 形 乃 至 葉状 の 紋 
毛 迄 種々 の 太 さ の 紋 毛 が 見 られ る . 一 般 的 に 正常 例 で 
は 紋 毛 の 丈 は 太 き に 比 し 高い 様 で ある . 電撃 性 下痢 症 
で は 紋 毛 の 丈 は 非常 に 低く , 級 毛 の 横断 面 に 於 ける 長 
Z, 短 径 の 差 も 少く , むし ろ Z 正 円 形 に 近い も の が 多く 
な っ て いる . 紋 毛 の 表面 積 は 少く と も 正常 の る 乃至 
と 著 明 に 減少 し て いる こと と は 注目 され る 成績 で ある . 
こと の 様 に 吸収 面積 の 減少 に 更に 腸 上 皮 の 障害 が 加わ れ 
ば 吸収 は 一 層 阻 害さ れ て くる こと も 容易 に 理解 され る . 
叉 電撃 性 下痢 症 の 繊毛 の 高 さ も 正常 の 玉乃 王 菊 と 減少 
し , REE ORIJI 2 倍 に な っ て お り , MEO 
さ / 腺 癌 層 の 幅 の 値 は 正常 の 6 程 に 減少 し て いた . 
(Table 6) 
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Histogramm of Superficial Area and Thickness of Villus of Normal Case 


and the Case of Cholera Nostras 
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6 所 沢 8.0 
統 毛 の 積極 的 参加 の 能力 は 吸収 面積 の 減少 と 共に 閉 し 
く 低 下 し て いい る も の てこ 推定 され る . wo TENS 
毛 の 変形 は 小腸 紋 毛 の 再 吸収 減少 と い う 機 能 的 変化 の 
形態 学 的 表現 で は な いか と 考え られ る . 

この 様 な 級 毛 の 短縮, HOME, Ril MEO RE 
欧米 の 文献 に 依る と tropical sprue, 
sprue, malnutrition JÆ mal-absorption 等 慢性 
腸 括 患 の 賜 避 に み ら れ る 特異 的 な 病変 と 解 彼 され て い 
る . その 結果 と の 劇 的 な 急性 下痢 症状 を 星 し て いる コ 
レラ 患者 の 小腸 生 検 材料 に これ ら の 変化 が 見 られ る と 
いう 理由 か ら 慢 性 勝 炎 と い う 診 断 が 下さ れ て いる . X 
Cholera 患者 に この 電 性 病変 が 見 られ る 理由 と し て 吊 
者 が 低 階級 層 に 属し , 持続 的 な 栄養 障害 を 有 し て いる 
の だ と 述べ られ て いる . 

Cy) ICE © kati, 東 状 化 , 癒着 は 果して 慢性 腸炎 

に 特異 的 な 変化 か ? 
aNECEONN, 東 状 化 が 下痢 を きた す 侵 性 腸 疾 
吊 に 特徴 的 な 病変 で ちあ る と する な ら ば と これら 変化 の 見 
られ る 腸 壁 に は 当然 と れ に 見 合う だ け の 変化 が 存在 す 


nontropical 


Table 5-2 
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る と 思わ れる . tho CRRA BIS Ic OMAHA SO 
慢性 病変 の 結果 が み ら れ , 腸 上 所 と 粘膜 固有 層 の 関係 
に ひ づ み が 生 じ , 腸 上 友 配 列 に 乱れ が み ら れ る も の と 
SACS, そ と で 紋 毛 表面 積 を 測定 し た と 同一 の 症 
B= AWPEORS EMEOEKBORS REL, 
両者 の 相関 を みる こと に より 最も 単純 に 粘膜 固有 層 と 
腸 上 友 上 層 の 関連 の 乱れ を 検討 し て みた . 

図 7ー1 は 正常 の 紋 毛 20 本 と 電撃 性 下痢 症 の 編 毛 21 
本 を 比較 し た も の で ある が 両者 と も 勾配 45 度 の 直線 か 
ら 余 り は づれ て いな い 位 置 に クロ ッ ト さ れる 様 で ある . 
KW AOREOD うち 葉状 , 棒状 の も の 各 一 本 を 無 選択 
的 に 抽出 し , 各 切 片 に 於 ける 紋 毛 の 高 さ と 上 皮 上 層 の 長 
さ の 関連 を 検討 し て みる と (Table 7-2 や は り 45 度 の 
勾配 を 有する 直線 に 略 一 致し て 配列 し て いる と と が 判 
明 し た . 以上 2 つの 事実 より 紋 毛 の 粘膜 固有 層 に は ゆ 
BA, くびれ 等 局所 の 結合 織 の 異常 は な く , 慢性 炎症 
に 由来 する 病変 は 存在 し な か っ た と 言え そう で ある . 
従っ て 急性 下痢 腸炎 に 見 られ る 小腸 繊毛 の 短縮 , 東 状 
化 を 必ず し も 慢性 訟 化 と 見 仙 す 必要 は な く , むし ろ 急 


Histogramm of Superficial Area and Thickness of Villus of Normal Case 


and the Case of Cholera Nostras 
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Relation between Villus Height and Crypt Height and It’s Ratio, of 


the Normal Case and the Case of Cholera nostras 
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性 病変 で も 莉 起 きれ る と 考え て 良さ そう で ある . 
DRE ORBIT OWT : 紋 毛 の 短縮 と 一 緒 に 必 々 認 
め ら れる 変化 で 紋 毛 の 収 科 機 能 を 低下 させ る と 共に だ 紋 
毛 の 表面 積 を 減少 させ る 病変 と 考え を られる. COREG 
も 欧米 の 学者 に 依 れ ば 慢性 病変 の 特徴 の 一 つと され て 
いる が 紋 毛 の 短縮 , 東 状 化 と 共に み ら れ る と と より め 和 急 
性 病変 で も 出現 する 変化 で は な いか と 考え , 海 手 の 実 
験 的 急性 腸炎 を 用 い 検 討 を 加え た . 

体重 300C40Cgr 海 手 を 用 い , 1 日 絶食 後 ネ ンプ ブ ター 
ル 麻酔 を 行い , 開腹 し , 十二指腸 内 に Salmonella 
typhimurium の 3 x108 個 を 直接 注入 し , 以後 経時 
AICHE BAL, 腸 変化 を 追 完 し た . 必殺 時 空腸 , 
回 腸 よ り 腸 内 容 を 採取 し , 細菌 培 状 も 並行 し た . 
接種 し た 菌 の 時 間 的 推移 を みる と 接 積 後 12 時 間 で 菌 数 
は 空腸 内 容 1 cc 中 108-4 個 と な っ て お り , 18 時 間 以 後 
で は 菌 量 は 105-6 と 増加 し て いた . TIC MAAN AOR 
量 は 著しく 増加 し て いた . 接種 後 12 時 | 間 で は 空腸 内 に 
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Normal Case Cholera nostras 


: Od deer. 組織 学 的 に は 粘膜 固有 層 に 
炎症 性 変化 を 伴 う 軽 度 の 腸炎 が 認め られ た . 18 時 間 を 
過ぎ る と 回 腸 に も 液体 が 貯溜 する 様 に な り , EC 
Ith, 粘液 増加 が み ら れ , 組織 学 的 に は 紋 
毛 の 短縮 , 紋 毛 癒着 を 伴 う 急 性 腸炎 が 認め られ た . 24 
時 間 後 に は 小腸 内 容 は 一 層 液 状 と な り , 更に 大 腸 内 容 
も 泥 状 を 吐 す る . 肉眼 的 に 腸 盛 は や ヽ ゝ 浮腫 状 こ なり, 
紀 織 学 釣 に も 急性 炎症 像 は 貞 し く な っ て お り , WED 
癒着 の 程度 並び に その 頻度 も 増加 し て いた . CFig 6) 
こと の 様 な 大 量 の 菌 接種 に 由 る 実験 的 急性 勝 炎 の 小腸 に 
極 く 短 時 間 の うち に 紋 毛 の 癒着 が 容易 に 発生 する と こ 
は 我々 の 仮説 を 証明 し て いる と 言え よう . 

DLE/MBREE OFEH, IC, 癒着 等 の 病変 は 急性 
下痢 腸炎 で も 容易 に 惹起 され うる も の で 提 性 腸炎 に 特 
異 的 で ある と い 2 う 従来 の 欧米 の 見 解 は 足 正 され る 必要 
が ある と 考え られ る . 
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Relation between the height and the length of epithelium lining of villi of small intestine 
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@ normal case 
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Cholera, 電撃 性 下痢 症 等 大 量 の 下痢 を 伴う 急性 、 
腸炎 の 腸 に 見 られ る 変化 は 小腸 繊毛 の 短縮 , HORE, RE 


着 等 を 伴う 急性 腸炎 の 病 像 を 示し て いた . 

2) と の 小腸 紋 毛 の 短 閑 , HORE, RACK OMEO 
吸収 面積 は 着 し く 減 少し て いる と と が 組織 計測 学 的 に 
証明 され た . 又 と の 様 な 変化 は 紋 毛 の 収縮 運動 を 障害 
し , 水分 骸 収 へ の 紋 毛 の 積極 的 参加 を 阻害 し て いる も 
の と 考え られ る . 

$) こ の 紋 毛 の 短 箱 , TOA, 癒着 は 組織 計測 学 的 に , 
又 実 験 的 急性 腸炎 の 成績 か ら 決 し て 慢性 腸炎 に の み 特 . 


論 


異 的 な 変化 で は な く 急 性 病変 と し て 惹起 され る 病変 で 
ある と 結論 され た . 

4 下痢 液 に は 大 量 の 消化 酵素 が 含ま れ て お り , ER 
部 消化 器 か ら の 消化 液 過 剰 分 泌 の 可能 性 が 考え られ た . 


終 に 臨み 本 研究 に 多大 の 助言 援助 を 戴 いた 本 研究 所 
臨床 部 門 , 小 張 教授 を は じ め 各 位 , 殊 に 十 亀 , 三井 両 
助手 並び に 岩永 大 学院 学生 に 感謝 し ます . 

向 と の 要旨 は 第 43 回 日 本 伝染 病 学 会 パネ ル デ ス カツ 
ショ ン 「 急 性 下痢 腸炎 」 で 発表 し た . 
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Table 7—2 Relation between the height and length of epithelium lining of villi of small intestine 


Normal case 


300 
€ leaf shaped villus 
O finger like villus 
200 
Cholera nostras 
W leaf shaped villus 
O finger like villus 
100 
S 50 
= 
P 40 
= 
る 
= 30 
m 
で 
= 9? 
SL 20 B 
E 
o 
£ " 
t E 5 
i 
10 : 
2 5 10 


mm -——————» height of villus 


X 


1) Carpenter, C. C. J, Sack, R. B, Feeley, 
J. C. & Steenberg, R. W.: Site and Characte- 
ristics of Electrolyte Loss and Effect of Intra- 
luminal Glucose in Experimental Canine Cholera. 
Jour. Clin. Invest, 47C5): 1210-1220, 1968. 

2) Codee, C.F. : Sorption of Water and Elec- 
trolyte in Healthy Persons; a brief review. Pro- 
ceedings of the Cholera Research Symposium 
1965:87 
3) Cole, J. R. & Greenough II, W. B. : Pa- 
tent bile ducts at the time of colourless “rice- 
water” stool in cholera. Lancet III: 972-973, 1965. 
4) Collins, J. R. : Small intestinal mucosal 
damage with villous atrophy. Amer. Jour. Clin. 
Path., 44C1) : 36-45, 1965. 


5) Dammin, G. J., Benenson A. S., Feidman, 


50 


100 


Rk 


D., Formal, S. B., Goldstein, H. B. Merrill, 
T. G. and Sprinz, H.; Clinical and Histopath- 
ologic Corrilations in Acute Diarrheal Disease. 
United States Department of Health, Education 
and Welfare 1965: 205-211. 

6) Fisher, R.B. & Parsons,D. S.: The gra- 
dient of mucosal surface area in the small intes- 
tine of the rat. Jour. Anat, 84 : 272-282, 1959. 
7) Fresh, J. W., Versage, P. M. & Reyes, 
V.:Intesitinal morphology in human and experi- 
Arch, Path. 77 :529-537, 1964. 
8) Gangarosa,. FJ., Beisel., W. R., Benyajati, C., 


mental cholera. 


Sprinzl, H., and Piyaratin,P. :The nature of the 
gastrointestinal lesion in asiatic cholera and its 


relation to pathogenesis Am. 


: a biopsy study. 
J. Trop. Med., 9:125--135,1960 


T) 所 沢 


9) Greenough III, W. B.: Pancreatic and Hepatic 
Hypersecretion in Cholera Lancet M : 991-994, 
1965. 

10) Johnson, F. P. 
of the intestine upon the shape of villi and 
glands, Amer. Jour. Anat, 14¢2) : 235-250, 1913. 
11) Okudaira, M. et al. : Food poisoning Caus- 


: The effects of distention 


ed by pathogenic halophilic bacteria/pseubomonas 
enteritis Takikawa). Acta Path. Tap., 12035: 
299-304, 1962. 

12) Reic, E. Y.: Transport of fluid by certain 
epithelia. Jour. Physiol, 20 : 436-444. 

13) Schenk, E. A., Samloff, I. M. & Klipstein. 
F.A. : Pathogenesis of jejunal mucosal altera- 
tions : synechia formation. Arch. Path., 5003): 
523-526, 1904. 

14) Scholer, J. & Code, C. F.: Rate of absor- 
ption of water from stomach and small bowel 
of human beings. Gastroenterology, 27:565-577, 
1954. 

15) Smirk, F.H.: A method for determining in 
animals the alimentary absorption time for 
water, the abdomen remaining intact. Jour, 


Physiol, 81: 167-171. 1934. 


剛 ・ 渡 辺 豊 輔 ・ 国 田 


BEL. A 一 郎 ・ 牟 田 ER 


16)Sols, A & Ponz, F. : A new method for the 
study of intestinal absorption. Rev. Esp. Fisiol., 


3 : 207-211, 1947. 
17) Sprinz, H., Sribhiadh, R., Gangarosa, E. 


i. Beuysjate, C., Kundel, D. & Halstead,S. : 


Biopsy of small bowel of Thai people. Amer. 
Jour. Clin. path., 38(1): 43-51, 1962. 

18) Sprinz, H. : Morphological response of intes- 
tinal mucosa to enteric bacteria and its implica- 
tion for sprue and asiatic cholera. Gastroenter- 
ology, 21 : 57-64, 1962. 

19) Takeuchi, A. : Electron microscope of ex- 
perimental salmonella infection. Amer, Jour. 
Path., 5Q0C1) : 109-135, 1967. 

20) Townley, R. R. W., Cass, M.H. & Ander- 
son, C. M. 


of coeliac disease and idiopathic steatorrhea 


Small intestinal mucosal patterns 


seen in Ocier situations. Gut, 5 : 51-55, 1964. 

21) Watanabe, T. : Formen der akuten Enteritis 
mit besonderer Berücksichtigung der Morphologie 
bei Diarrhoe. Gastroenterologie, 6 : 338-344, 1966. 
22) Wood, H. O. : The surface area of the in- 
testinal mucosa in the rat and in the cat. Jour. 


Anat, 78 : 103-105, 1944. 


11 


Jejunal mucosal surface of El tor cholera of 20 years old female with dissecting 
microscope. Note more thinner Kerckrings valves and flatter mucosal surface 
and the villi are swollen and monotonously shortened. 


Histology of jejunal mucosa of the case shown in Fig.1.. The villi are blunted 
and fused, The intestinal epithelium is intact. The height of villi is decreased and 
the depth of crypt is increased. In the lamina propria, there are moderate inflam- 


matory cellular infiltration, A. 100x and B. 400x 


CB) 


CB) 


[us 
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Fig. 3. Cellularity and edema of the lamina propria and blunting 
of villi at the tip of Kerckring's valve is more intensive 
than the bottom. 40x 


CA) | CB) 


Fig. 4. Jejunal mucosal surface of cholera nostras of a 57 years old male with dissecting 
microscope. Kerckring's valve are markedly thin and the mucosal surface is so 
flat as shown in Fig. 1.-A. The villi are swollen and monotonously shortened. 


~ 


CA) Fig. 5. Histological views of the same specimen shown in Fig. 4. The villi showed (B) 
marked shortening and fusing with a response and inflammatory cellular infilt- 
ration in the lamina propria. The depth of crypt is increased. 
A. 100x and B. 400x 


Fig. 6. Jejunal mucosa of a guinea pig, which was sacrified 24 th hour after challenge 
with Salmonella typhimurium. The villi are widened and fused with an infla- 
mmatory cellular infiltration in the lamina propria. 250x 


